
次
に
三
四
会
は
、
明
治
三
十
一
年
頃
山
崎
朝
雲
、
海
野
美
盛
、

新

海

竹

太

の
ホ
テ
ル
に
引
き
う
つ
ッ
て
、
自
分
一
人
が
此
ホ
テ
ル
に
滞
在
す
る
、
藤
島
佐

藤
の
雨
君
は
、
フ
ハ
ー
シ
ー
に
」
引
ぎ
移
っ
た
と
い
う
簡
単
な
記
述
が
あ
る
の

み
で
あ
る
。

④
第
一
回
彫
塑
展
覧
会

彫
塑
会
が
明
治
三
十
五
年
五
月
の
第
三
回
展
を
最
後
に
立
ち
消
え
と
な
っ
た

あ
と
、
彫
刻
科
の
卒
業
生
た
ち
は
彫
塑
同
志
会
や
三
四
会
に
加
わ
っ
て
研
究
を

続
け
、
東
京
彫
工
会
、
日
本
美
術
協
会
の
旧
風
に
対
抗
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

彫
塑
同
志
会
は
在
京
の
本
校
彫
刻
科
卒
業
生
に
よ
る
組
織
で
、
前
出
の
「
研

究
会
」
（
本
書
72
頁
記
事
参
照
）
は
こ
れ
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
結
成
は
明
治

三
十
六
年
九
月
頃
と
思
わ
れ
、
隔
月
に
常
会
を
開
ぎ
、
毎
回
課
題
と
作
者
を
決

め
、
作
品
を
持
ち
寄
っ
て
合
評
し
た
。
例
え
ば
第
三
回
常
会
の
模
様
は
次
の
如

く
で
あ
っ
た
。

〇
彫
塑
同
志
會
東
京
美
術
學
校
彫
刻
科
卒
業
生
中
の
在
京
者
の
組
織
せ
る

同
會
ハ
第
三
回
常
會
を
去
三
十
日
午
後
上
野
公
園
内
東
花
亭
に
て
開
き
た
り

営
日
出
品
の
重
な
る
者
ハ
長
愛
之
氏
の
寒
さ
（
薄
肉
）
山
本
筍
一
氏
の
寒

さ
（
胸
像
）
紫
野
健
作
氏
の
平
和
（
全
体
物
）
の
諸
作
な
り
次
回
の
課
題

ハ
「
恐
怖
」
に
て
抽
銀
の
上
製
作
者
ハ
中
村
直
彦
、
渡
邊
長
男
、

黒

岩

淡

〔
油
〕

哉
、
遠
藤
忠
雄
、
毛
利
数
武
、
山
崎
和
治
、
松
原
象
雲
、
細
谷
一
＿
一
郎
の
八
名

と
定
ま
り
た
り

（
明
治
三
十
七
年
二
月
一
日
『
読
売
新
聞
』
）

郎
、
米
原
雲
海
、
沼
田
一
雅
ら
が
結
成
し
た
「
あ
と
う
会
」
と
い
う
研
究
グ
ル

ー
プ
が
あ
り
、
こ
れ
が
同
三
十
二
年
に

三
三
会
（
会
員
が
九
名
だ
っ
た
こ
と
に
よ

る
）
と
な
り
、
同
三
十
五
年
春
に
三
四
会
へ
と
発
展
し
た
も
の
で
、
「
毎
月
十
五

日
に
例
会
を
開
き
、
毎
回
二
種
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
三
名
ず
つ
の

（
『
山
崎
朝
雲
資
料
集
』
昭

作
品
を
出
品
、
会
員
相
互
で
批
評
研
究
し
あ
っ
た
。」

和
六
十
二
年
。
福
岡
市
美
術
館
協
会
）
と
い
う
。
課
題
は
「
酔
顔
」
「
ハ
イ
カ
ラ
」

（
明
治
三
十
六
年
九
月
）
、
「
寝
顔
」
「
死
」
（
同
年
十
月
）
、
「
風
味
」
「
活
気
」
（
同

年
十
一
月
）
、

．．．
．．．．．． 

「
老
翁
」
「
ほ
お
か
む
り
」
（
同
三
十
七
年
七
月
）
等
々
が
出

題
さ
れ
て
い
る
。
岡
倉
覚
三
校
長
時
代
の
遂
初
会
と
似
通
っ
た
か
た
ち
で
活
動

を
続
け
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
、
上
記
の
彫
塑
同
志
会
の
活
動
形
体
も
こ
れ
と

よ
く
似
て
い
る
。
三
四
会
は
木
彫
界
の
革
新
派
が
中
心
と
な
っ
て
起
こ
し
た
団

体
で
、
洋
風
写
実
主
義
彫
刻
法
を
採
り
入
れ
て
革
新
を
試
み
て
い
た
。
会
員
は

多
く
、
本
校
彫
刻
科
卒
業
生
の
中
に
も
本
山
白
雲
、
渡
辺
長
男
、
山
崎
和
油
、

本
保
義
太
郎
、
長
愛
之
、
細
谷
三
郎
、
黒
岩
淡
哉
、
山
本
筍
一
、
水
谷
鉄
也
等

は
同
会
に
加
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
卒
業
生
の
中
に
は
三
四
会
と
彫
塑
同
志
会

の
両
方
に
参
加
し
て
い
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

明
治
三
十
八
年
五
月
に
至
り
、
彫
刻
科
卒
業
生
に
よ
る
彫
塑
同
窓
会
が
主
催

す
る
第
一
回
彫
塑
展
覧
会
が
上
野
公
園
旧
五
号
館
で
開
催
さ
れ
た
。
旧
彫
塑
会

メ
ソ
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
七
年
十
二

月
九
日
付
『
読
売
新
聞
』
に
「
彫
塑
展
覧
会
白
井
雨
山
氏
主
と
な
り
同
展
覧

会
を
来
春
上
野
五
号
館
に
て
開
会
す
べ
し
と
」
と
い
う
予
告
が
載
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
み
る
と
、
新
帰
朝
の
雨
山
が
尽
力
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
展
覧
会
に
つ
い
て

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
巻
第
八
号
は

次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
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〇
彫
塑
同
窓
會
の
展
覧
會
五
月
一
日
よ
り
廿
八
日
迄
上
野
五
琥
館
に
於
て

開
か
れ
た
り
。
同
會
は
東
京
美
術
學
校
出
身
者
よ
り
成
る
も
の
に
し
て
、
其

主
旨
と
す
る
所
は
、
我
邦
の
彫
刻
は
箱
聾
其
他
の
美
術
に
比
し
て
、
進
歩
の

蹟
少
く
、
著
し
く
時
世
に
後
る
A

も
の
あ
る
を
以
て
、
大
に
其
登
逹
研
究
を

圏
ら
ん
と
す
る
に
在
る
由
に
し
て
、
斯
道
の
た
め
寒
に
賀
す
べ
き
な
り
。
さ

は
い
へ
故
に
大
打
撃
を
蒙
り
た
る
は
、
展
覧
會
毎
に
起
る
所
の
裸
鉢
問
題
な

り
。
要
す
る
に
彫
刻
の
研
究
は
比
較
的
人
物
を
主
と
す
る
が
故
に
、
従
て
骨

格
筋
肉
を
表
顕
す
べ
き
裸
鉢
を
も
作
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
此
會
に
て
も
是
等

の
種
類
勘
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
其
の
筋
に
て
は
是
等
作
品
の
出
陳
を
不
可
な

り
と
し
て
命
令
を
下
し
た
り
け
れ
ば
、
あ
は
れ
右
名
作
の
参
考
品
、
會
員
の

新
作
品
も
全
裸
半
身
の
別
な
く
、
婦
人
の
像
は
あ
え
な
く
も
小
暗
き
特
別
室

に
押
籠
め
の
悲
運
に
會
し
ぬ
。
装
飾
店
の
舗
頭
に
も
裸
美
人
像
の
悠
然
と
し

て
腰
打
懸
く
る
も
の
あ
る
世
の
中
に
、
純
正
美
術
研
究
の
此
會
に
か
4

る
禍

の
天
下
り
た
る
は
、
氣
の
毒
と
い
ふ
べ
く
し
て
、
此
は
大
に
営
局
者
の
一
考

を
乞
ひ
た
き
も
の
な
り
。
今
同
會
出
品
の
作
品
中
に
し
て
主
な
る
も
の
を
畢

ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。

落
人
、
水
谷
鐵
也

0
時
宗
乾
漆
像
、
白
井
雨
山

0
嬬
蛾
黒
岩
淡
哉

0
ラ
イ

オ
ン

、
細
谷
一
一
一郎
〇
薄
命
兒
、
高
村
光
太
郎

0
花
見
、
物
思
ひ
、
毛
利
数
武

0
出
陣
、
渡
邊
長
男
合
作
の
部
に
て
突
撃
（
和
田
、
相
場
、
高
橋
、
小

柴）

0
ラ
イ
オ
ソ
（
朝
倉
、
小
林
）
勝
利
神
（
服
部
、
畑
、
田
中
、
川
上）

ま
た
、

『
美
術
新
報
』
第
四
巻
第
四
号
（
同
年
五
月
五
日
）
、
同
第
五
号
（
同
年

同
月
二
十
日
）
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

0
第
一
回
彫
塑
展
覧
會

（
五
月
一
日
よ
り
二
十
八
日
迄
、
上
野
五
琥
館
北
部
に
於
て
）

美
術
學
校
在
校
生
合
作
勝
利
神
像
、
ラ
イ
オ
ン

、
水
兵

特
別
室

田
ロ

幸
三
作

石

川

成

録

作

後

藤

艮

作

盲
女
（
卒
業
製
作
）

老
婆
（
同
）

農
夫
（
同
）

白

井

雨

山
作

杉
本

細
谷

簿
作

二
郎
作

川
上

邦

世

作

（
右
）

小
倉
宏
一
郎
作

竹

内

友

樹

作

文
夫
作

敦
武
作

白
雲
作

本
山

朝
倉

毛
利

ほ
つ
れ
毛
、
老
婆
、
陸
海
将
校

お
ほ
な
み
、
愁
思

肖
像
（
榎
本
子
、
澁
澤
男
）

美
人

か
り
う
ど

北
條
時
宗
、
薄
肉
肖
像
、
乾
漆
羅
漠
、
同
老
子

ス
ケ
ッ
チ

勝猿
利

美
術
學
校
彫
刻
科
卒
業
生
の
彫
塑
同
窓
會
の
催
に
か
4

る
同
會
は
、
去
一
日

よ
り
開
會
せ
し
が
、
場
中
出
品
の
重
な
る
も
の
は
裸
罷
に
し
て
、
開
會
後
警

官
の
臨
検
の
際
特
別
室
陳
列
の
外
之
を
許
さ
れ
ざ
る
こ
と
A

な
り
し
よ
り
、

特
別
室
に
陳
列
せ
る
が
、
之
が
為
新
作
中
の
苦
心
に
よ
り
成
れ
る
重
な
る
作

を
一
般
公
衆
に
示
す
を
得
ず
、
同
會
員
い
づ
れ
も
大
に
遺
憾
と
し
、
か
く
て

は
今
後
の
開
會
に
大
影
響
あ
り
或
は
同
會
の
前
途
に
望
み
な
き
こ
と
A

も
な

る
可
し
と
、
今
後
の
進
行
に
付
、
目
下
苦
心
中
な
り
と
い
ふ
。
其
出
品
穂
敷

二
百
餘
黙
、
其
重
な
る
も
の
左
の
如
し
。

肖
像
額
面
十
敷
貼
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佳
園
作

雨
山
作

参
考
品

ヴ
イ
ナ
ス
三
貼
、

シ
ケ
ラ
ン
ジ
ュ
其
他
窯
員
敷
種

0
第
一
回
彫
塑
展
覧
會
其
後
特
別
室
よ
り
『
薄
命
兒
』
許
さ
れ
て
普
通
品

の
中
に
陳
列
さ
る
4

こ
と
4

な
り
、
朝
倉
文
夫
、
小
林
和
三
郎
合

作

薫

風

（
獅
子
）
、
小
野
六
郎
、
松
田
茂
合
作
太
平
洋
水
深
幾
尋
（
水
夫
）
、
敷
氏
合

作
女
神
像
等
の
大
作
出
陳
せ
ら
れ
、
大
に
作
品
に
は
活
氣
見
ゆ
れ
ど
、
會
員

は
裸
罷
陳
列
の
不
認
可
に
て
大
に
頓
挫
を
来
し
た
り
と
の
こ
と
に
て、

二
十

八
日
迄
開
會
、
二
十
九
日
中
に
閉
會
の
手
績
を
終
ふ
可
し
と。

こ
の
よ
う
に
、
出
品
数
二

0
0点
を
上
ま
わ
る
展
覧
会
で
、
裸
体
モ
デ
ル
に

よ
る
塑
造
研
究
の
成
果
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
警
察
当
局
に
よ
る
裸
体
取

締
り
の
措
置
が
極
め
て
厳
し
く
、
折
角
の
成
果
も
一
般
に
公
開
で
き
な
い
有
様

で
、
出
品
者
の
失
望
は
大
き
か
っ
た
。
裸
体
彫
刻
を
特
別
陳
列
室
に
展
示
す
る

白
井

ニ
ス
ク
ラ
ー
プ

、

水
汲

水畑
谷

正
吉
作

古
代
女
神
像

ぉ
ち
う
ど
、
悦
惚

親
光
作

定
吉
作

高
村
光
太
郎
作

深

見

宏

三

作

川
上

邦

世

作

田
嶼

珪
三
作

女
水
鏡

男
裸
髄

子
供

玉
の
り

竹
内

田
中

ア
ッ
シ
ー
ル

、
窯
億
ラ
オ
コ
ソ

、
同

婦
人

婦
人
、
同
モ
デ
ル
習
作、

男
モ
デ
ル
習
作

薄
命
兒

と
い
う
措
置
は
明
治
四
十
年
文
展
開
設
後
も
続
い
た
た
め
、
白
井
雨
山
な
ど
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
取
締
り
の
緩
和
を
訴
え
た
が
改
善
さ
れ
ず
、
大
正
六
年
第

十
二
回
文
展
に
至
る
ま
で
警
察
当
局
の
干
渉
が
続
い
た
。

裸
個
製
作
に
制
裁
を
加
へ
ら
る
4

と
い
ふ
事
は
、
吾
等
彫
刻
社
會
に
取
り

て
は
、
最
も
適
切
に
痛
苦
を
感
ず
る
所
の
打
撃
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
吾

等
彫
刻
社
會
は
、
製
作
に
資
す
べ
き
材
料
の
範
園
極
め
て
狭
陰
に
し
て
、
給

聾
の
様
に
、
自
然
界
の
森
羅
萬
象
、
な
ん
で
も
取
て
以
て
材
料
に
供
す
る
と

い
ふ
様
な
自
由
な
事
は
出
来
ぬ
、
そ
れ
故
に
吾
等
の
仕
事
は
唯
人
物
を
作
る

と
か
、
動
物
を
作
る
と
か
い
ふ
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
の
人
物
も
裸
橙
な

ら
で
は
充
分
製
作
の
趣
味
を
現
は
す
事
が
出
来
ず
。
従
て
作
家
の
深
甚
な
る

研
究
の
程
を
示
す
事
も
出
来
ぬ
の
で
あ
る
。
極
言
す
れ
ば
、
裸
麓
彫
刻
は
吾

等
に
取
り
て
は
最
も
大
切
な
る
生
命
で
あ
る
、
此
れ
な
く
ん
ば
彫
刻
な
し
と

い
ふ
程
の
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
政
府
の
営
局
者
は
、
吾
等
が

此
の
狭
き
範
園
内
に
て
も
の
し
た
る
苦
心
の
作
を
ば
、
充
分
其
意
を
諒
察
せ

ら
れ
て
、
来
る
べ
き
展
覧
會
な
ど
に
は
、
な
る
べ
く
寛
大
の
取
扱
ひ
を
せ
ら

れ
ん
事
を
願
ふ
の
で
あ
る
。

（
「
第
二
回
文
部
省
美
術
展
究
会
批
評
」
の
う
ち
「
白
井
雨
山
君
談
」

第
十
四
巻
第
十
六
号
。
明
治
四
十
一
年
十
二
月
）

彫
塑
展
覧
会
は
そ
の
後
も
逐
次
開
催
の
予
定
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
実
施
さ

れ
た
形
跡
は
な
く
、
文
展
と
い
う
新
し
い
活
躍
舞
台
が
で
き
る
ま
で
、
青
年
彫

刻
家
た
ち
は
再
び
地
味
な
研
究
活
動
を
続
け
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ

る。
な
お
、
『
美
術
新
報
』
第
六
巻
第
七
号
（
明
治
四
十
年
七
月
二
十
日
）
に
は
「
日

『
太
陽
』
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本
彫
塑
会
の
意
見
書
」
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
東
京
美
術
学
校
彫
刻
科

卒
業
生
の
団
体
で
あ
る
同
会
が
第
一
回
文
展
に
於
け
る
審
査
の
公
平
を
要
望
し

て
文
相
牧
野
伸
顕
に
意
見
書
を
提
出
（
七
月
十
五
日
）
し
た
と
い
う
内
容
で
、
提

出
者
に
本
山
白
雲
、
渡
辺
長
男
、
細
谷
三
郎、

小
倉
右
一
郎
、
藤
井
浩
祐
、
朝

倉
文
夫
、
吉
田
政
一

、
池
田
勇
八
、
中
村
武
平
（
「
以
下
略
す
」
と
あ
る
。
）
の
名

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
同
会
は
あ
る
い

は
彫
塑
同
窓
会
の
後
身
か
と
も
思
わ
れ
る
。

チ
ャ
カ
ホ
イ
節
の
流
行

チ
ャ
カ
ホ
イ
節
の
元
祖
は
明
治
三
十
六
年
西
洋
画
撰
科
卒
業
の
渡
辺
亮
輔
で

あ
っ
た
と
辻
永
が
書
い
て
い
る
が
(
1
2
8
頁
）
、
特
に
定
ま
っ
た
歌
詞
も
な
い
こ
の

七
七
七
五
調
の
唄
は
生
徒
に
気
に
入
ら
れ
、
よ
く
唄
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

し
い
。
大
正
元
年
九
月
十
九
＼
三
十
日
の
『
毎
日
新
聞
』
に
は
明
治
三
十
八
年

入
学
の
灰
汁
生
な
る
人
の
「
美
術
学
校
学
生
々
活
」
が
連
載
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
に
流
行
ぶ
り
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

△
デ
カ
ン
シ
ョ
が
一
高
を
標
榜
す
る
如
く
、
チ
ャ
カ
ホ
イ
節
は
美
術
學
校
の

學
生
々
活
一
班
を
窺
ふ
に
尤
も
適
営
な
歌
で
有
る
、
彼
は
豪
放
此
は
洒
落
、

〔
マ
マ

〕

雨
者
の
封
象
は
明
に
雨
校
生
徒
の
氣
風
の
別
る
4
所
、
敢
て
チ
ャ
カ
ホ
イ
節

な
る
一
項
を
設
け
た
所
以
で
有
る
、

一
鉢
チ
ャ
カ
ホ

イ
節
は
何
虞
の
図
の
産

で
、
又
誰
に
よ
っ
て
歌
ひ
出
さ
れ
て
来
た
も
の
で
有
る
か
、
今
定
か
に
知
る

由
も
無
い
、
何
で
も
敷
年
前
日
光
へ
旅
行
し
た
時
に
、
誰
い
ふ
と
無
く
歌
ひ

出
し
た
の
が
起
原
で
有
っ
た
ら
う
と
覺
え
る
〔
こ
の
頃
に
は
起
原
も
曖
昧
に

は

や

な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

ー
編
者
註
〕
、
さ
う
し
て
其
頃
流
行
っ
た
所
の
、有
明

⑤
 

節
だ
の
仙
豪
節
だ
の
乃
至
相
馬
節
な
ど
を
捨
て
4
、
皆
が
皆
無
意
識
に
此
歌

を
唄
ひ
初
め
、
今
で
は
近
所
の
薬
學
校
を
初
め
、
遠
く
一
高
、
赤
門
邊
ま
で

チ
ヤ
カ
ホ
イ
化
さ
れ
て
居
る
と
云
ふ
勢
、

△
由
来
美
術
學
校
に
は
一
定
の
校
歌
と
云
ふ
も
の
が
無
い
、
従
っ
て
仲
間
の

は

や

り

う

た

ロ
に
の
ぽ
る
も
の
は
、
他
校
の
校
歌
か
、
夫
と
も
其
時
々
の
流
行
唄
か
、
精

な
か

々
琵
琶
歌
位
に
過
ぎ
無
っ
た
、
中
に
は
長
唄
や
浦
元
に
浮
身
を
や
っ
し
て
居

る
通
人
も
有
っ
た
が
、
未
だ
曾
て
美
術
學
校
特
殊
の
天
地
を
歌
っ
た
も
の
と

て
は
遺
憾
な
が
ら
無
か
っ
た
の
で
、
偶
々
チ
ャ
カ
ホ
イ
節
の
一
部
に
歌
は
る

4

や
、
我
等
の
生
活
を
現
は
す
も
の
は
正
に
是
れ
と
云
ふ
風
で
、
恰
も
闇
夜

と
も
し
び

に
燈
火
を
認
め
た
如
く
、
全
校
畢
げ
て
此
歌
に
同
化
し
た
の
で
あ
る
、
さ
れ

ば
日
頃
よ
り
反
目
嫉
視
せ
る
高
襟
派
も
、
盤
殻
派
も
、

一
度
チ
ャ
カ
ホ
イ
の

磐
を
聞
く
時
は
、
議
論
も
喧
嘩
も
何
虞
へ
や
ら
、
忽
ち
渾
然
と
融
和
し
て
、

齊
し
く
美
の
神
の
出
現
を
仰
ぐ
の
で
有
る

△
節
は
必
ず
し
も
面
白
い
節
調
で
有
る
と
は
云
ひ
得
な
い
、
然
乍
ら
其
澁
味

の
有
る
、
暢
然
し
て
、
浮
世
を
茶
化
し
た
や
う
な
所
が
、繹
も
無
く
美
術
學
校

の
嗜
好
に
投
じ
た
の
で
有
る
事
は
今
更
云
ふ
迄
も
無
い
、
今
口
を
吐
い
て
出

る
二
三
の
歌
を
御
披
露
申
さ
う
、好
ん
で
歌
は
る
る
文
句
は
「
何
を
く
よ
／
＼

川
端
柳
、
水
の
流
れ
を
見
て
暮
す
」
と
言
ふ
誰
で
も
知
つ
て
居
る
唄
だ
が
、

チ
ヤ
カ
ホ
イ
所
か
今
日
此
頃
は
、
人
の
知
ら
な
い
苦
榜
す
る

此
は
試
験
前
だ
の
製
作
前
の
苦
し
み
を
現
は
し
た
も
の
で

チ
ヤ
カ
ホ
イ
／
＼
で
半
年
や
く
ら
す
、
後
の
半
年
や
寝
て
暮
す

と
云
ふ
デ
カ
ン
シ
ョ
の
替
歌
も
有
る
、
其
旅
行
中
次
の
宿
屋
へ
着
い
た
時

は
、
先
ず
入
口
に
立
つ
て
竪
を
揃
へ
て

ゆ
う
ペ

昨
夕
の
宿
屋
は
不
都
合
な
宿
屋
、
呼
ん
で
出
て
来
ず
飯
ま
づ
い
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